
 

「11/15/18GHz帯固定通信システムの高度化に係る技術的条件」 

に関する検討の進め方（案） 

 

 

「業務用陸上無線通信の高度化等に関する技術的条件」のうち、「11/15/18GHz帯等固

定通信システム及び22/26/38GHz帯FWAシステムの高度化」のうち「11/15/18GHz帯固定

通信システムの高度化に係る技術的条件」に関し、以下のとおり検討を進めることとす

る。 

 

１ 検討対象無線システム及び検討事項  

11/15/18GHz帯固定通信システムの高度化に係る技術的条件を策定するため、現在

の利用環境及び諸課題を踏まえて以下の事項を検討する。 

 

(1) グローバル化に対応した固定通信システムの回線設計法及び干渉検討に必要な

無線諸元の検討 

(2) その他 

 

２ 当面のスケジュール  

別紙のとおり。 

 

３ 検討体制  

本件の検討事項について、委員会が検討のために必要とする情報を収集し、委員会

の審議を促進させるため、「基幹系無線システム作業班」を設置して調査検討を行う

こととする。 

なお、必要に応じて、関係者をオブザーバーとして参加させることとする。 
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基幹系無線システム作業班の運営方針 

 

 

１ 作業班の構成 

(1) 作業班は、陸上無線通信委員会（以下「委員会」という。）主査から指

名された者により構成される。 

(2) 作業班に主任を置き、委員会主査から指名された者がこれに当たる。 

(3) 作業班に主任代理を置くことができ、主任が指名する者がこれに当たる。 

 

２ 作業班の運営 

(1) 主任は、作業班の調査及び議事を掌握する。 

(2) 主任代理は、主任不在の時、その職務を代行する。 

(3) 作業班は、主任が招集する。主任は、作業班を招集する際は、構成員に

あらかじめ日時、場所及び議題を通知する。 

(4) 主任は、構成員に調査の協力を求めることができる。 

(5) 主任は、必要があると認めるときは、作業班に、必要と認める者の出席

を求め、意見を述べさせ又は説明させることができる。 

(6) その他、作業班の運営については、主任が定めるところによる。 

 

３ 会議及び資料の公開 

会議及び資料は、次の場合を除いて原則公開する。 

(1) 会議及び資料を公開することにより、当事者又は第三者の権利、利益及

び公共の利益を害するおそれがある場合 

(2) その他、主任が非公開とすることを必要と認めた場合 

 

４ 事務局 

事務局は、総合通信基盤局電波部基幹・衛星移動通信課基幹通信室とする。 
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